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平
成
27
年
９
月
定
例
会
の
概
要

  

補
正
予
算
特
別
委
員
会
（ 

質
疑
の
抜
粋
）

【
総
務
費
】

は
た
ら
く
環
境
創
生
事
業

Q
都
市
圏
か
ら
の
人
材
呼
び

戻
し
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
事

業
の
必
要
性
と
内
容
に
つ
い
て

聞
く
。

A
大
都
市
圏
で
は
余
裕
が
あ

る
と
さ
れ
る
30
代
・
40
代
の
経

験
の
あ
る
人
材
が
地
方
で
は
不

足
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
県

が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、
大
都
市
圏
の
広
島

県
出
身
者
の
7
割
が
U
タ
ー
ン

就
職
等
の
希
望
が
あ
る
。

情
報
発
信
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

整
備
事
業

Q
情
報
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
整

備
事
業
と
瀬
戸
内
三
原
築
城
４

５
０
年
事
業
の
連
携
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
映
像
や
画
像
を

整
備
し
、
市
民
が
利
用

で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に

す
る
と
同
時
に
築
城
４

５
０
年
事
業
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
事
業
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
。

【
民
生
費
】

（
仮
称
）
本
郷
第
２
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
建
設
費
に
つ
い
て

Q
本
郷
小
学
校
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
定
員
数
１
０
０
名

の
内
訳
の
説
明
を
求
め
る
。

A
現
在
の
定
員
数
は
55
名

で
、
本
年
度
の
利
用
者
は
71

名
。
平
成
28
年
度
よ
り
６
年
生

ま
で
を
対
象
と
す
る
た
め
１
０

０
名
を
定
員
と
す
る
。
増
員
の

45
名
を
本
郷
第
２
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
定
員
数
と
す
る
。

Q
旧
老
人
集
会
所
を
改
築
し

て
の
利
用
と
あ
る
が
、
耐
震
診

断
は
い
ら
な
い
の
か
。

A
こ
の
建
物
は
、
新
基
準
で

建
築
さ
れ
て
お
り
、問
題
な
い
。

【
衛
生
費
】

基
本
・
実
施
設
計
委
託
に
つ
い

てQ
新
斎
場
の
候
補
地
を
許
山

地
区
と
し
て
位
置
図
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
斎
場
を
建
て
替
え

る
こ
と
、
許
山
地
区
と
い
う
事

を
多
く
の
方
々
が
知
ら
な
い

中
、
進
め
て
い
い
の
か
聞
く
。

A
平
成
21
年
12
月
議
会
全
員

協
議
会
で
候
補
地
を
現
行
案
・

南
北
２
箇
所
案
・
東
西
２
箇
所

案
・
全
市
１
箇
所
案
の
４
案
で

比
較
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
報

告
。
そ
の
後
も
福
祉
環
境
委
員

会
や
議
員
全
員
協
議
会
で
検
討

状
況
を
説
明
報
告
し
て
き
た
。

24
年
10
月
決
算
特
別
委
員
会

で
、
全
市
１
箇
所
で
検
討
し
て

い
る
と
い
う
答
弁
を
し
て
い
る

が
、
候
補
地
は
決
定
に
至
っ
て

い
な
い
と
報
告
し
て
い
る
。

Q
当
初
２
箇
所
案
か
ら
絞
り

込
ん
で
、
全
市
１
箇
所
案
に
な

り
場
所
が
内
定
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
場
所
が
先
行
し

て
い
る
。
地
元
の
反
対
の
声
、

市
内
か
ら
の
距
離
等
、
場
所
の

疑
問
も
あ
る
。
全
体
の
基
本
的

な
考
え
方
の
説
明
が
必
要
で
は

な
い
か
。

A
議
員
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
１
箇
所
案
に
対
す
る
施
設

規
模
、
死
亡
予
測
、
炉
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
き

た
。
場
所
の
選
定
に
つ
い
て

も
、
最
終
的
に
１
箇
所
案
に
導

く
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で

整
理
し
て
き
た
。

　

市
と
し
て
は
経
費
的
な
課
題

を
含
め
、
１
箇
所
案
と
考
え
て

い
る
。
全
市
的
に
１
箇
所
に
す

る
と
現
在
発
表
し
て
い
る
建
設

候
補
地
が
最
適
地
と
考
え
る
。

Q
基
本
設
計
、
実
施
設
計
の

委
託
費
と
債
務
負
担
行
為
と
あ

る
が
、
今
後
の
事
業
の
進
め
方

に
つ
い
て
聞
く
。

A
委
託
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
技
術
提

案
を
い
た
だ
き
、
本
年
度
中
に

基
本
設
計
を
終
え
、
来
年
度
概

ね
６
カ
月
で
実
施
設
計
を
終
え

る
予
定
で
あ
る
。

　

地
元
説
明
を
行
う
中
、「
臭

い
や
煙
が
出
な
い
と
い
う
が
、

斎
場
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
な

い
。
建
物
外
観
図
等
資
料
が

あ
っ
た
ら
」
な
ど
の
要
望
が
地

域
か
ら
も
あ
り
、
早
め
に
作
成

し
、
市
民
の
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
の
考
え
で
債
務
負
担
行

為
補
正
も
併
せ
て
計
上
す
る
。

Q
議
会
内
で
斎
場
施
設
設
備

に
つ
い
て
、
議
員
全
員
協
議
会

で
さ
れ
た
と
あ
っ
た
が
、
具
体

的
な
話
は
し
て
い
な
い
。
技
術

　
９
月
定
例
会
は
、平
成
27
年
９
月
７
日
（
月
）か
ら
９
月
25
日
（
金
）ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
４
億
４
０
１
７
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
は
じ
め
、
16
議
案
を
審
議
し
、
そ

れ
ぞ
れ
可
決
、
認
定
す
る
と
と
も
に
２
件
の
人
事
案
件
を
異
議
な
し
と
決
定
、
２
件
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
補
正
予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。　

本郷第２放課後
児童クラブ予定施設

新斎場建設予定地土砂災害法に基づく基礎調査計画ブロック図
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議会報告会を開催します！
　三原市議会では、市民の皆さんに議会の活動状況を知っていただくとともに、テーマに沿った意見交換を
行う「議会報告会」を開催します。
　議員が、５班に分かれて各会場に伺いますので、多くの皆さんの参加をお待ちしています。
● 議会報告　議会の仕組みと庁舎整備の議論の経過について説明します
● 意見交換　テーマについての意見交換を行います

Ａ班：◎中村　芳雄 ・ 伊藤　勝也 ・ 亀山　弘道 ・ 小西　眞人 ・ 寺田　元子
Ｂ班：◎七川　義明 ・ 安藤　志保 ・ 児玉　敬三 ・ 新元　　昭 ・ 松浦　良一 ・ 力田　忠七
Ｃ班：◎政平　智春 ・ 岡　　富雄 ・ 高木　武子 ・ 中重　伸夫 ・ 仁ノ岡範之
Ｄ班：◎谷杉　義隆 ・ 平本　英司 ・ 萩　由美子 ・ 加村　博志 ・ 岡本　純祥
Ｅ班：◎陶　　範昭 ・ 正田　洋一 ・ 徳重　政時 ・ 荒井　静彦 ・ 分野　達見

日　　時 会　　場 意見交換のテーマ 担　当

11 月 24日㈫
19:00 ～ 20:30

木原町コミュニティホーム 地域の防災対策について Ａ班
芸術文化センター ポポロ

（リハーサル室） 人口減少・少子高齢化について Ｂ班

11 月 25日㈬
19:00 ～ 20:30

中央公民館　（中講堂） 防災対策について Ｄ班
大和文化センター
（クレオホール）

少子高齢化について
農業問題について Ｅ班

11 月 26日㈭
19:00 ～ 20:30

ゆめきゃりあセンター
（多目的ホール） 人口減少・少子高齢化について Ｂ班

本郷生涯学習センター
（多目的ホール）

ごみ問題について
防災について Ｃ班

11 月 28日㈯
19:00 ～ 20:30

くい文化センター
（高原ホール） 人口減少について Ｄ班

11 月 29日㈰
18:00 ～ 19:30 鷺浦コミュニティセンター 移住問題について

交通問題について Ｃ班

11 月 30日㈪
19:00 ～ 20:30

須波ハイツ集会所 防災について Ｅ班

人権文化センター 地域の防災対策について Ａ班

議員の
班編成

（◎は班長）

※ 18歳以上の新有権者の方を含め、参加を歓迎します。
※ 参加される会場は自由ですので、お気軽にお越しください。
※ 天候などの影響で、三原市に「警報」が発令されている場合は、中止とします。
※ 会場によっては駐車場のスペースに限りがありますので、乗合わせ等での出席に協力をお願いします。

提
案
を
い
た
だ
く
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
で
基
本
設
計
を
練
る
と
あ
る

が
、
議
会
と
し
て
意
見
を
言
え

る
場
が
あ
る
か
。

A
議
会
に
報
告
し
、
議
員
の

意
見
も
聞
く
。

【
土
木
費
】

建
築
物
土
砂
災
害
対
策
改
修

促
進
事
業
に
つ
い
て

Q
対
象
と
な
る
建
築
物
は
い

く
ら
あ
る
の
か
。補
助
の
内
容
は
。

A
平
成
26
年
度
末
で
６
２
８

棟
あ
る
。
補
助
の
対
象
は
特
別

警
戒
区
域
内
の
建
築
物
で
建
物

と
裏
山
の
間
に
土
砂
を
受
け
る

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
璧
等
の

工
事
費
に
つ
い
て
、
補
助
対
象

上
限
額
を
３
３
０
万
円
と
し
、

そ
の
23
％
を
限
度
に
補
助
す
る

も
の
で
あ
る
。

Q
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の

指
定
率
が
低
い
が
、
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

A
25
年
度
末
で
22
％
の
指
定

率
だ
が
30
年
度
に
は
基
礎
調
査

を
完
了
し
、
31
年
度
に
は
警
戒

区
域
等
の
指
定
を
完
了
す
る
予

定
だ
。

【
教
育
費
】

東
部
共
同
調
理
場
の
給
食
調
理

業
務
委
託
事
業

Q
地
産
地
消
へ
の
影
響
が
出

る
の
で
は
な
い
か
。

A
材
料
調
達
や
献
立
作
成
は

直
営
な
の
で
影
響
は
な
い
。

Q
食
育
に
つ
い
て
、
学
校
と

調
理
場
の
関
係
は
こ
れ
ま
で
通

り
か
。

A
今
後
も
栄
養
士
や
調
理
員

が
学
校
に
出
向
き
、
業
務
に
反

映
さ
せ
る
。

Q
今
後
も
直
営
調
理
場
を
残

す
方
針
か
。

A
正
規
職
員
の
数
値
を
見
極

め
な
が
ら
残
し
て
い
く
。

討
論
・
採
決

【
討
論
】

　

補
正
予
算
特
別
委
員
会
で
審

査
さ
れ
た
「
一
般
会
計
補
正
予

算
」
他
２ 

件
の
議
案
の
内
、
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
反

対
討
論
が
行
わ
れ
た
。

・
反
対
討
論

　

斎
場
の
建
て
替
え
で
は
、
建

設
予
定
地
の
選
定
に
至
る
過
程

で
十
分
な
住
民
合
意
を
得
て
お

ら
ず
地
元
住
民
か
ら
反
対
署
名

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

住
民
合
意
へ
の
三
原
市
の
努

力
は
不
十
分
で
あ
り
基
本
設
計

予
算
に
反
対
す
る
。

【
採
決
】

　

討
論
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
。
他
２
件
の

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
全
員
一

致
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

※�

採
決
の
結
果
は
、
14・15
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。




